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東久留⽶ ”⼈シリーズ”

⼩林 要⽒とアコーディオン

東久留⽶市学園町に在住する、９１歳
（⼤正９年３⽉２⽇生まれ）

独特の輝かしい⾳⾊に魅せられ、⻑寿の源
でもあろうか。
⼩学生時代にハーモニカ、中学生時代に⼀
手⾵琴（ボタン式）⼤学生時代にピアノ式
アコーディオンを⼊手し現在に至っています。
２２歳から２６歳まで兵役で中断、２７
歳から３０歳まで復員・復転しバンドを結
成、平沢⽒（バイオリン奏者）と進駐軍基
地や会社パーティーに慰問演奏。３１歳か
ら４９歳まで、地⽅勤務で中断。
５０歳で東京へ職場復帰で再起する。５
２歳から再度平沢⽒とアンサンブルミューズ
結成、カザルスホール出演２回
（93.00）、⻄東京市⽂化祭１０数回、
東久留⽶ロビーコンサート１回、ルワンダ難
⺠支援での演奏１回、⻄東京市こもれびホ
ールにて慶応⼤学ＯＢタンゴバンド共演３
回、マイタウンひがしくるめパーティーで１０数
回、その後、東久留⽶アコーディオン同好会
結成（93）。８８歳から明るいマイタウンを
創る会で３５回⽬継続中です。

７２年間の間、アコーディオンを弾き続けて
います。

市⺠レポーター マーボ 

オープニングの”バラのタンゴ”演奏
中！

１０kgあるアコーディオンを巧みに扱
っています。

アコーディオンの演奏に合わせて歌を
歌う。

毎⽉、明るいマイタウンを創る会でア
コーディオンを演奏しています。

１回、１３曲の演奏もこなします！
そして、⽇々の練習もかかせません。

⾳楽をキッカケに、⾊々な⽅々との出
会いに⼈生を謳歌しています。
アコーディオンが⼈の役に経てばと、ま
すます張り切っています！

明るいマイタウンを創る会のメンバーた
ちと。 ご自宅でも演奏をしていただきまし

た！

⻑寿の秘訣は、ヨーグルトを使用した
スペシャルドリンクとアコーディオンの練
習を毎⽇することです＾＾
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